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　大阪商業大学では、世に役立つ人
物の養成という建学の理念の下、実
学教育の実践に注力してきました。
本学では、実学教育のひとつとし
て、起業教育を行っています。本学
の起業教育では、本学学生向けの取
組だけでなく、産学および産官学連
携、高大連携の取組も行っていま
す。本学は、高大連携の取組のひとつとして、
12 年前から全国高等学校ビジネスアイディ
ア甲子園を開催してきました。全国高等学校
ビジネスアイディア甲子園は、高等学校での
起業教育の実践の場を提供するべく、全国の
高校生を対象に新しい商品やサービスに関す
るアイディアを募集するコンテストです。
　今年度は、第 12 回全国高等学校ビジネス
アイディア甲子園を開催し、160 校から、6,189
件のビジネスアイディアの応募がありまし
た。今年度の審査は応募書類による事前審査、
２回の１次審査、２次審査を経て、応募書
類とプレゼンテーションによる最終審査とし
ました。最終審査には、様々な知識を持った
審査員でより公正かつ公平な審査を行えるよ
う、本学以外の審査員を増やし行いました。
　最終審査および表彰式では、記念講演を数
年前よりアイディアの創出を主眼にしていま
す。これは、高校生にとって、数ステップ先
にある起業より、もっと身近なテーマの方がイメージしやすくわかりやすい
のではないかとの発想に基づいています。
　また、今年度の新しい取組として、表彰式後に交流会を兼ねたものづくり

義によって習得する教養と専門知識を、フィールド（実社会の現場）におい
て実際に活用させるための実学プラットフォームです。フィールドワーク型
ゼミナールでは、社会の現状を分析し、その中から社会が抱える問題を発見
し、解決策を見出し、自らが率先して社会問題を解決していく能力を養成す
ることを目的としています。またフィールドワーク以外のゼミナールや座学
を基本とする講義でも、常に実学を意識した講義がなされています。
　これらの教育プログラムはそれぞれ独立したものではなく、学生がこれら
の教育プログラムのうちのいずれかに挑戦することを契機に、他のプログラ
ムへの興味が誘引され、これらのプログラムに次々と挑戦して行く過程で、
自分の可能性や強み・弱みなどに気づきながら、世に役立つ人物へと育成さ
れるように工夫されています（図２参照）。またこれらの教育プログラムに
挑戦したことを契機に、学生が更なる挑戦の機会を学外や海外に求めて行く
事例も少なくありません。　
　高校生の約半数が大学に進学する現状において、学生の価値観は多様化
しています。この潮流を鑑み、大阪商業大学は、多様な価値観を持った学
生の挑戦意欲を誘引するバラエティーに富んだ教育プログラムを連続的に開
発して行こうとしています。ビジネス・アイディアコンテストも、産、学、
官、地域コミュニティーのそれぞれが便益を享受できるような実学プラット
フォームへと更に研鑽して行きたいと考えています。

図２：実学教育プログラムの相乗効果と建学の理念
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齢であり、ビジネス・アイディアコンテストを経験しているという立場から
接することができるとともに、学生自身の能力を発揮する場とし、また入賞
者同士の輪をつなぐきっかけとして取組み、今後もより充実したつながりに
成長させていきたいと考えています。

★グランプリ（１件）
「BBQ を便利にするアイデア」
　　愛知県立豊橋工業高等学校　３年
　　グループ名「豊橋工業課題研究班３」

伊藤 友一さん、野沢 祥太さん、小川 卓
哉さん、影山 裕紀さん、大羽 巧也さん

★準グランプリ（2 件）
「らくらくレンジフードフィルター」
　　大阪商業大学高等学校　2 年
　　白坂 素晴さん

「キョロキョロかっぱ」
　　岡山県立岡山南高等学校　1 年
　　松本 夏実さん

★審査員特別賞（４件）
「リバーシブルマヨ」
　　大阪府立登美丘高等学校　1 年
　　井上 侑紀さん

「スマイリー☆レインコート」
　　大阪府立登美丘高等学校　1 年
　　森氏 茉衣さん

「よごれません」

体験と情報交換会を開催しました。

総　括
　第 12 回全国高等学校ビジネスアイディア
甲子園は、平成 25 年９月１日（土） から募
集を開始し、平成 25 年 10 月４日（金）に
応募を締め切りました。応募総数 6,189 件か
ら、10 月の事前審査で 3,990 件、１次審査で
133 件、２次審査で 52 件が審査に進み、最終
審査にアイディア７件がノミネートされまし
た。
　最終審査および表彰式は、平成 25 年 12 月
14 日（土）に本学のユニバーシティホール蒼
天にて行われました。プログラムは別表のと
おりです。最終審査には７件のビジネスアイ
ディアがノミネートされ、愛知県立豊橋工業
高等学校３年、豊橋工業課題研究班３「BBQ
を便利にするアイデア」がグランプリに輝き
ました。このアイディアは、地元企業と連携
を図り商品化に取組んでいることが、テレビ
東京・ワールドビジネスサテライト トレン
ドたまごで紹介されました。
　また、記念講演では、植田実氏より「ヒット商品は女子高生・ギャルママ
に聞け」とのタイトルで講演をいただきました。植田実氏には、こちらの趣
旨をくみ取っていただき、高校生に興味のあるヒット商品の作り方について
の講演をしていただきました。
　交流会・情報交換会では、生徒たちはものづくり体験「キラキラドキドキ
ものづくり体験」を通じて全国の高校生と交流する機会を設けました。また
先生方には、本ビジネスアイディア甲子園をどのように教育に活用されてい
るのか、高校では何を必要とされているのか、今後の改善点等を話し合い情
報交換の場としました。
　今回のビジネスアイディア甲子園の運営は本学の学生を対象に実施してい
る「大商大ビジネス・アイディアコンテスト」の入賞者らが初めて担当しま
した。会場の設営、受賞者・審査員の誘導、司会、ステージマネジメント、
賞状の授与のサポートなどを担当しました。この取組は高校生に一番近い年
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大学生スタッフの紹介

　上段左側から　経営学科 3 年 石田幸多　公共経営学科 3 年 山崎大
　　　　　　　　経済学科 4 年 野田将
　下段左側から　経営学科 2 年 蔵下真美　経済学科 2 年 片岡長祥
　　　　　　　　商学科 3 年 岡本梨沙　　商学科 1 年 山口綾乃
　　　　　　　　経営学科 3 年 田中伸我

　　愛知県立春日井商業高等学校　1 年　　
　　髙畑 幸歩さん

「ゴロゴロイヤホン枕」
　　富山県立富山北部高等学校　2 年
　　江連 秋さん

★学校賞（25 校）
宮城県蔵王高等学校　　明桜高等学校　　千葉県立東金商業高等学校
東京都市大学付属中学校・高等学校　　横浜市立横浜商業高等学校　　
富山県立富山北部高等学校　　静岡県立浜松大平台高等学校
愛知県立緑丘商業高等学校　　愛知県立春日井商業高等学校
愛知県立一宮商業高等学校　　滋賀県立長浜北星高等学校
大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校
大阪市立淀商業高等学校　　大阪府立門真西高等学校
同志社香里中学校・高等学校
大阪商業大学高等学校　　大阪女子短期大学高等学校
大阪府立登美丘高等学校　　兵庫県立神戸商業高等学校
兵庫県立洲本実業高等学校　　岡山県立岡山南高等学校
岡山県立岡山東商業高等学校　　岡山県立倉敷商業高等学校
岡山県立笠岡商業高等学校　　九州産業大学付属九州高等学校
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